
平成２８度事業報告 

 

４月 第１回常任委員会（２６日） 

・市民憲章推進モデル団体の決定（応募５団体から３団体決定） 

         

５月 下松市民憲章推進協議会委員総会（２３日） 

     ・平成２７年度推進モデル団体の実践発表と感謝状授与 

     ・花いっぱい運動（ミニバラ７５鉢） 

     豊井小学校運動会へ市民憲章はっぴの貸出し 

     「第３１回くだまつ花と緑の祭典」助成（２８日） 

 

  ６月 平成２８年度モデル団体活動助成金交付 

     ・花岡地区婦人会 

・たくましい久保っ子を育てる会 

・笠戸島 D51592 を燦かせる会 

 ⇒ ３団体 各５０,０００円交付（計１５０,０００円） 

          

９月 『“元気づくり”くだまつ総踊り２０１６』後援（２４日） 

下松市小学校給食センターパネル設置 

       

１０月 『第２９回下松吹奏楽のつどい２０１６』後援（２日） 

      モデル団体看板設置（１団体） 

 

１１月 市広報に市民憲章強調月間の記事を掲載 

国民宿舎大城パネル設置（施設内２ヶ所） 

「第５８回下松市花と緑のまちづくり推進大会」助成（２日） 

     第２回常任委員会（２４日） 

      

２月 市広報で平成２９年度市民憲章推進モデル団体を募集 

   サルビアホール A パネル設置 

      

３月 市民憲章体操（くだまつコミスポ体操）完成披露（２０日） 

   第３回常任委員会（２１日） 

 

４月 切戸川河川沿い大型ぼんぼり設置 

市民憲章だよりの発行 

   ⇒ 会員及びサポーターに送付 

 

 

 

 

 

 

 



平成２９年度事業計画 
  ◎テーマ 

    憲章の精神（こころ）でささえるまちづくり 

 

  ◎推進方針 

    市民憲章が理想とする市民像は「英知をもって事に処し、友愛をもって福祉に

貢献し、勇気をもって真理と正義をつらぬく人」であり、構成団体や市民一人ひ

とりが市民憲章の精神（こころ）をもって、自分たちのまちを愛し、心豊かな人

情あふれる住みよいまちづくりを目指す。 

 

  ◎重点目標 

     市民憲章推進モデル団体の活発な実践活動、５年目となるサポーター賛助金の

活用事業、平成３１年の市民憲章制定５０周年記念事業に向けた積立、準備を本

格的に行う。 

     また、サポーター制度を広く会員及び市民に周知して、市民憲章によるまちづ

くりを進めていくと共に、本年度は、サポーター事業として市内２カ所で整備が

行われているハイキングコースを活用したイベントを実施し、郷土愛や連帯感を

より一層養い、市民一人ひとりが共に自立し豊かに暮らせる社会形成に努める。 

 

◎事業計画 

   ○市民憲章推進モデル団体の実践活動の推進 

３月 第 3回常任委員会において応募団体によるプレゼンテーション。 

協議の上、「大谷渓谷懇談会」「切山子ども会」に決定（2／2団体） 

５月 委員総会 

・平成 28年度推進モデル団体表彰 

・平成 29年度推進モデル団体紹介 

６月 モデル団体へパネル設置と活動助成金交付 

１０月 モデル団体の中間報告（常任委員会） 

    １１月 市広報 11月号で平成 30年度モデル団体の募集 

（新規募集要項による新しい形式の募集） 

 

○サポーター事業の実施及び制度の周知 

 ・市内２カ所でハイキング事業の実施 

 

 ○市民憲章啓発パネル設置（公共施設・加盟団体施設等） 

 

   ○委員総会での『花いっぱい運動』 

 

   ○各種団体の会合や公民館活動を通じて市民憲章唱和の浸透を図る。 

 

   ○市民憲章強調月間の推進（11月の市広報で市民憲章理念の啓発促進） 

 

   ○各種助成、後援 

    ・花と緑の祭典、花と緑のまちづくり推進大会、吹奏楽のつどい等 

  


